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６月定例会
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�荒谷いきいきサロンでは、荒谷小１、
２年生と地域のおじいちゃん、おばあ
ちゃんとカルタやけん玉等、昔遊びを
とおした交流会を行っています。
　‌�交流後には一緒においしい給食をいた
だきました。 ２　一般質問　１０人

 ８　予算特別委員会　平成２８年度補正予算
 １０　提出された議案とその結果
 １２　特集　議会報告・意見交換会の報告
 １４　市民の声・９月定例会の日程（予定）



６ 月 定 例 会

教
え
て
っ
す

ケケ
ロロ

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、６月１０日・１３日の２
日間の日程で、１０人の議員が行いました。
　市長選挙三選出馬をはじめ、地域防災計画、児
童・生徒の引きこもり等について、市長や教育長
等の見解を求めました。
※議員の原稿をそのまま掲載しています。
※�議会でもクールビズを実施しております（５月１日から９
月３０日まで）。

　平成２８年度第２回市議会定例会（６月定
例会）は、６月３日から６月２１日までの１９
日間の会期で開かれました。
　初日の本会議では、市長提出の報告案件
８件と、契約議案１件について採決が行わ
れました。そのほか、予算議案３件及び条
例議案等２件については、予算特別委員会
及び所管常任委員会に付託され、最終日の
本会議に採決が行われました。
　また、６月２１日に契約議案等３件が追加
提出され、採決が行われました。
（採決結果は１０ページに掲載してあります。）

審　議　日　程
月　日 内　　　容

６．３（金）
本会議（�会期の決定、提案理由の説明、予

算特別委員会の設置など）

６．１０（金）
〜６．１３（月）

本会議（市政に関する一般質問）

６．１４（火） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）

６．１５（水） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

６．１６（木） 予算特別委員会（付託案件の審査）

６．１７（金） 予算特別委員会（討論、表決）

６．２１（火） 本会議（委員長報告、質疑、表決など）

赤
塚
幸
一
郎 

議
員

＊�

市
長
選
挙
に
つ
い
て

＊�

自
治
組
織
と
築
く
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
に
つ
い
て

石
垣
昭
一 

議
員

＊�
人
口
減
少
対
策
と
地
域
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

＊�

地
域
農
業
を
守
る
た
め
に

伊
藤
和
子 
議
員

＊�

緑
あ
る
住
み
よ
い
環
境
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熊
澤
光
吏 

議
員

＊�

災
害
発
生
時
の
情
報
発
信
に

つ
い
て

＊�

小
学
生
の
社
会
科
学
習
に
つ

い
て

笹
原
隆
義 

議
員

＊�

観
光
と
農
業
の
ト
ー
タ
ル
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

＊�

児
童
・
生
徒
の
引
き
こ
も
り

に
つ
い
て

山
口
桂
子 

議
員

＊�

市
役
所
で
の
更
な
る
行
政
手

続
き
の
簡
素
化
に
向
け
て

＊�

親
し
み
や
す
い
市
庁
舎
と
し
て

伊
藤
護
國 

議
員

＊�

市
長
の
三
選
出
馬
に
つ
い
て

＊�

地
方
創
生
に
つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊�

熊
本
地
震
を
踏
ま
え
た
天
童

市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

＊�

自
主
防
災
組
織
等
の
育
成
に

つ
い
て

＊�

収
容
避
難
所
の
運
営
リ
ー

ダ
ー
の
選
出
に
つ
い
て

＊�

広
報
手
段
と
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
局
の
活
用
に
つ

い
て

松
田
光
也 

議
員

＊�
国
の
地
方
教
育
行
政
に
関
す

る
制
度
の
一
部
改
正
に
伴
う

本
市
の
教
育
委
員
会
の
対
応

に
つ
い
て

結
城
義
巳 
議
員

＊�

安
心
で
き
る
介
護
制
度
の
実

現
へ
向
け
て

＊�

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

★
市
民
ク
ラ
ブ

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

★
政
和
会

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

一
般
質
問
っ
て
何
で
す
か
。

ＱＡ
議
員
個
人
の
立
場
か
ら
、
市
長
等
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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町内会の環境保全活動

集落の活性化に向けた団地造成を

市長選挙への対応は

石 垣 昭 一 議員

赤　塚　幸一郎 議員

　
子
育
て
世
代
の
集
ま
る
よ
う
な

住
宅
団
地
、
ミ
ニ
団
地
を
開
発
し

て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
声
が
あ

る
。
寺
津
地
区
振
興
会
議
で
も
市

に
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
周
辺
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維

持
と
既
存
集
落
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
住
宅
団
地
を
造
成
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
は
、
い
わ
ゆ
る

線
引
き
都
市
計
画
区
域
で
あ
り
、

市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
街
地
を

抑
制
す
べ
き
地
域
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
田
園
集
落
に
お
け

る
人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め
に
、
一

定
水
準
の
居
住
の
確
保
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
住
宅
供
給
公
社
と
の

連
携
に
よ
る
宅
地
開
発
で
１２
団

地
、
１
０
９
０
区
画
の
良
好
な
宅

地
を
供
給
し
て
き
た
。

　
現
在
、
寺
津
地
区
の
ほ
か
、
他

地
域
か
ら
も
住
宅
団
地
開
発
の
要

望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
宅
地
を
供
給

す
る
た
め
の
条
件
が
あ

る
の
で
、
適
地
が
選
定

で
き
れ
ば
住
宅
供
給
公

社
と
協
議
を
進
め
た
い
。

　
１１
月
に
実
施
さ
れ
る

市
長
選
挙
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
時
期
的
に
は

出
馬
の
意
向
が
固
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
通
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
去
る
６
月

２
日
の
新
聞
に
天
童
市
長
が
三
選

出
馬
の
意
向
を
固
め
た
と
記
さ

れ
、
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
正

式
に
表
明
す
る
と
の
記
事
だ
っ
た

の
で
、
正
式
な
出
馬
表
明
を
堂
々

と
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
本
市
長　
「
笑
顔　

に
ぎ
わ
い　

し
あ
わ
せ
実
感　
健
康
都
市
」
の

実
現
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
推
進
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

中
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴

う
新
た
な
課
題
解
決
の
た
め
に
、

三
期
目
の
市
長
選
に
出
馬
す
る
決

意
を
固
め
た
次
第
で
あ
る
。

自
治
組
織
と
築
く
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を

　
自
治
組
織
町
内
会
は
、
防
災
活

動
や
環
境
保
全
及
び
住
民
の
福
祉

向
上
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
く

中
、
地
域
づ
く
り
の
中
核
を
担
っ

て
い
る
自
治
町
内
会
を
い
か
に
し

て
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

農
業
委
員
会
法

改
正
に
伴
う
取
組
み
は

　
こ
の
度
の
法
改
正
は
、
農
民
の

地
位
向
上
の
規
定
を
削
除
。
公
選

制
の
廃
止
、
更
に
意
見
の
公
表
や

建
議
を
削
除
す
る
な
ど
、
制
度
の

根
幹
を
変
質
さ
せ
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　

地
域
農
業
の
危
機
が
深
ま
る

中
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
伺
い
た

い
。

山
本
市
長　
今
回
の
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
の
主
な
改
正
内

容
は
、
一
つ
は
農
業
委
員
会
業
務

の
重
点
化
、
二
つ
は
農
業
委
員
の

選
出
方
法
の
変
更
、
三
つ
は
農
地

最
適
化
推
進
委
員
の
新
設
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
改
正
内
容
に
つ
い
て

は
、
国
民
や
地
域
の
貴
重
な
資
産

で
あ
る
農
地
の
利
用
の
最
適
化
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
本
来
、
農
業
委
員
会
が
有
す
る

使
命
を
明
確
に
し
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
目
的
規
定
か
ら
農
民
の
地
位
向

上
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
は
、
農
民

の
地
位
向
上
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
の
で
は
な
く
、
農
業
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
意
図
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

が
で
き
る
か
、
現
実
に
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
内
部
組

織
で
あ
る
婦
人
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

ほ
か
各
種
団
体
の
弱
体
化
が
感
じ

ら
れ
る
。
行
政
側
と
し
て
自
治
組

織
に
期
待
す
る
こ
と
、
行
政
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
自
治
組
織
運
営

事
業
に
係
る
費
用
負
担
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、考
え
方
を
伺
う
。

山
本
市
長　
地
域
に
お
け
る
共
助

の
精
神
を
育
む
た
め
、
自
治
組
織

に
お
け
る
地
域
事
業
や
隣
組
活
動

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
重

要
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近

年
役
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
事
業
へ
の
参
加
が
減
少
傾
向

に
あ
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
弱

体
化
を
心
配
し
て
い
る
。

　
費
用
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
特
に
地
域
の
安
全
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
も
互
い
に
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
も
う
少
し
検
討
す

る
余
地
が
あ
る
と
思
う
。
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火事や事故、災害発生時に迅速な
情報を全市民へ

緑ある住みよい環境のために協働の
まちづくり推進を

熊 澤 光 吏 議員

伊 藤 和 子 議員

　
一
人
で
も
多
く
の
人
命
を
救
う

た
め
に
も
、
緊
急
時
の
迅
速
な
情

報
発
信
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
災
害
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
得
ら
れ
る
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、
改

善
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
、
今
後
シ
ス
テ
ム

の
変
更
を
行
い
、
火
災
等
の
緊
急

情
報
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
迅
速

に
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
、
本
年
度
、
高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に
合
わ

せ
て
機
能
を
充
実
し
、
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
の
災
害
情
報
登
録
者

に
対
し
て
も
、
火
災
発
生
情
報
を

配
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
事
故
に
つ
い
て
は
、
昨
年
５

月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
、
や
ま

が
た
１
１
０
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
促
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
災
害
発
生

時
の
情
報
伝
達
方
法
に

つ
い
て
は
、
自
主
防
災

組
織
を
通
じ
た
情
報
伝

達
や
登
録
制
メ
ー
ル
、

各
携
帯
電
話
会
社
の
緊

　
市
は
切
れ
目
な
い
区

画
整
理
事
業
で
公
園
や

道
路
整
備
を
進
め
、
街

路
樹
や
植
え
込
み
、
中

央
分
離
帯
の
整
備
を
進

め
て
き
た
。
公
園
が
増

え
、
新
設
道
路
が
増
え
て
い
る

が
、
そ
れ
を
管
理
す
る
委
託
料
が

増
え
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
積

算
で
予
算
を
計
上
し
て
い
る
の

か
。
山
形
県
ふ
る
さ
と
の
川
愛
護

活
動
の
よ
う
に
、
区
間
を
決
め

て
、
団
体
や
企
業
な
ど
と
ア
ダ
プ

ト
を
結
び
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
て
は
ど
う
か
。
そ
の
活

動
を
支
え
る
市
の
支
援
策
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考

え
は
。

山
本
市
長　
市
民
の
憩
い
の
場
や

地
域
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
身
近
に
自

然
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
。

　
現
在
、
１
２
６
か
所
の
公
園
が

あ
る
が
、
地
域
に
密
着
し
た
１
０

９
か
所
は
地
域
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
協
働
で
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
る
。
街
路
樹
は
マ
イ
ロ
ー
ド
事

業
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
町
内
会

や
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
公
園
や
道
路
の
維
持
管
理
の

急
速
報
メ
ー
ル
、
広
報
車
で
の
呼

び
掛
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

を
使
っ
た
情
報
発
信
を
考
え
て
い

る
。な

り
た
い
職
業
に
基
づ

い
た
社
会
科
学
習
を

　
学
校
か
ら
社
会
、
職
業
へ
の
移

行
が
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
社
会
全
体
を
通
じ
た
構
造
的
な

問
題
と
し
て
捉
え
、
若
者
個
人
の

問
題
に
帰
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

社
会
を
構
成
す
る
各
界
が
一
体
と

な
っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
子
育
て
支
援
日
本
一
を

掲
げ
て
い
る
本
市
だ
か
ら
こ
そ
、

よ
り
一
層
、
将
来
を
見
据
え
た
施

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

相
澤
教
育
長　
義
務
教
育
期
間
の

９
年
間
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
勤

労
観
、
職
業
観
を
育
む
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
計
画
的
に
行
い
な
が
ら
、

市
内
の
施
設
を
有
効
活
用
し
た
体

験
学
習
等
を
体
系
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
お

り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

予
算
は
、
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

要
望
等
を
考
慮
し
、
予
算
配
分
を

行
っ
て
い
る
。

大
石
建
設
部
長　
中
央
分
離
帯
等

の
草
刈
り
は
、
期
日
を
決
め
て
６

月
と
９
月
か
ら
１０
月
ま
で
に
実
施

し
て
い
る
。
道
路
を
安
全
に
通
行

す
る
の
に
支
障
が
な
い
許
容
範
囲

で
、
年
２
回
分
の
予
算
を
要
望
し

実
施
し
て
い
る
。

倉
津
川
緑
地
帯
の

改
修
計
画
は

　
倉
津
川
緑
地
帯
の
王
将
橋
下
流

は
サ
ツ
キ
の
生
育
が
悪
い
。
緑
地

帯
の
土
の
入
れ
替
え
を
し
て
整
備

す
る
計
画
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
倉
津
川
緑
地
帯
は
、

管
理
者
で
あ
る
山
形
県
か
ら
占
用

し
て
い
る
も
の
で
、
改
修
が
難
し

い
土
地
で
あ
る
。
植
栽
さ
れ
て
い

る
樹
木
の
剪
定
や
施
肥
等
を
行

い
、
現
状
に
合
わ
せ
た
樹
木
の
環

境
整
備
を
行
い
対
応
し
た
い
。

緑地帯の美化活動

平成28年８月1日発行 4



市庁舎に「食堂」を設置すべきでは

観光と農業のトータルプロモーションを

　 山 口 桂 子 議員

笹 原 隆 義 議員

　
市
庁
舎
１
階
に
あ
っ
た
食
堂
が

な
く
な
っ
た
が
、
忙
し
い
職
員
の

方
々
が
昼
食
を
食
べ
る
場
所
と
し

て
、
ま
た
、
市
民
の
方
、
業
者
の

方
も
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
〝
市
民

の
憩
い
の
場
所
〟
と
し
て
食
堂
が

必
要
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
食
堂
は
事
業
者
と
の

契
約
期
間
満
了
に
よ
り
今
年
５
月

か
ら
運
営
を
休
止
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
市
内
の
事
業
者
に
限
定
し

て
募
集
し
た
が
応
募
が
な
か
っ
た

の
で
、
現
在
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
市
内
外
を
問
わ
ず
広

く
事
業
者
を
再
募
集
し

て
い
る
。
今
後
も
食
事

や
休
憩
の
場
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
本
市
の
主
力
産
業
で

あ
る
観
光
と
農
業
。
こ

の
季
節
、
本
市
の
収

穫
・
出
荷
量
が
県
内
第

２
位
で
あ
る
サ
ク
ラ
ン

ボ
を
求
め
て
、
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
。
特
に
、
観
光

農
園
で
の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
人

気
が
あ
り
、
観
光
と
農
業
が
一
体

と
な
っ
た
産
業
で
あ
る
。
し
か

し
、
農
業
生
産
者
の
多
く
が
高
齢

化
し
て
お
り
、
全
国
の
農
業
生
産

者
の
平
均
年
齢
は
７０
歳
を
超
え
、

後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
。
農
林

水
産
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
山
形

県
は
東
北
６
県
で
一
番
の
後
継
者

不
足
で
あ
る
。
ま
た
、
観
光
に
つ

い
て
も
観
光
客
の
数
は
伸
び
悩
ん

で
お
り
、
東
北
６
県
が
協
力
し
て

観
光
産
業
に
取
り
組
み
活
路
を
見

出
そ
う
と
し
て
い
る
。
本
市
で
も

継
続
的
な
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
近
隣
自

治
体
と
共
同
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
強
化
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
各
自
治
体
が
精
い
っ

ぱ
い
誘
客
に
努
め
て
い
る
。
山
形

県
で
も
知
事
を
先
頭
に
各
自
治
体

の
連
携
に
よ
る
東
京
、
首
都
圏
で

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
あ
る
。
た

だ
観
光
果
樹
園
な
ど
観
光
と
農
業

更
な
る
行
政
手
続
き
の

簡
素
化
を

　
庁
舎
１
階
の
フ
ロ
ア
レ
イ
ア
ウ

ト
の
改
修
に
よ
る
手
続
き
等
の
改

善
等
「
天
童
市
行
政
経
営
計
画
・

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
中
で
行

政
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
ど

う
取
り
組
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
検

討
し
、改
善
し
た
効
果
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
よ
り
利
用
し
や
す
い
市
役
所
を

目
指
し
、
案
内
サ
イ
ン
等
に
も
工

夫
を
取
り
入
れ
、
職
員
の
接
遇
の

向
上
に
も
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
は

一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
た

子
育
て
支
援
課
の
申
請
手
続
き
や

健
康
課
の
申
請
手
続
き
の
一
部
が

市
役
所
庁
舎
で
行
え
る
の
で
、
転

入
手
続
き
か
ら
児
童
手
当
等
一
連

の
手
続
き
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
住
民
票
・
戸

籍
謄
抄
本
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

申
請
も
１
枚
の
用
紙
で
３
種
類
の

申
請
を
行
え
る
よ
う
に
変
更
し
た
。

　
フ
ロ
ア
レ
イ
ア
ウ
ト
改
修
の
効

果
に
つ
い
て
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
な

ど
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
印
象
が

明
る
く
な
っ
た
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

の
融
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

持
ち
味
が
違
う
の
で
、
一
度
首
長

同
士
の
会
合
で
話
を
出
し
て
み

て
、
そ
こ
で
反
応
が
良
け
れ
ば
挑

戦
し
て
い
き
た
い
。

　
ラ・フ
ラ
ン
ス
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

リ
ン
ゴ
、モ
モ
の
収
穫・出
荷
量
は

県
内
で
１
位
、
２
位
と
全
て
上
位

で
あ
る
本
市
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
知
名
度
不
足
は
否
め
な
い
の

で
は
な
い
か
。
品
質
も
含
め
本
市

の
農
産
物
は
非
常
に
優
れ
て
い
る

が
、
近
隣
自
治
体
に
比
べ
ア
ピ
ー

ル
が
弱
い
。
ブ
ラ
ン
ド
力
の
構
築

を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
を
明
確
に
す

る
た
め
観
光
農
業
の
横
断
的
な

課
・
係
の
体
制
を
敷
く
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

山
本
市
長　
観
光
は
非
常
に
裾
野

の
広
い
部
門
で
あ
り
、
様
々
な
分

野
に
関
連
し
て
い
く
。
そ
の
た
め

一
部
を
切
り
取
っ
て
専
門
部
署
を

つ
く
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
、
事
案
に
整
理
・
連
携

し
て
対
応
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。
現
状
は
、
職
員
の
連
携
が
取

れ
て
お
り
、
今
後
も
し
っ
か
り
と

管
理
職
を
含
め
て
対
応
し
て
い
く
。

募集中の市役所食堂
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山本市長の三選出馬の決意は

三 宅 和 広 議員

伊 藤 護 國 議員

　
本
市
で
も
い
つ
大
地
震
が
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
本
市
の

防
災
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
天
童
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、

地
域
の
防
災
組
織
を
活
性
化
す
る

た
め
に
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
と
し
て
い
る
。「
防
災
士
」

は
専
門
的
知
識
を
持
っ
て
お
り
、

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
適
任

で
あ
る
。
防
災
士
が
継
続
し
て

リ
ー
ダ
ー
を
や
れ
ば
防
災
組
織
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　

防
災
士
の
育
成
に
市
と
し
て

も
っ
と
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
自
主
防
災

組
織
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め

に
、
県
の
消
防
学
校
で
自
主
防
災

リ
ー
ダ
ー
研
修
を
受
講
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
１
１
５
名
が
修
了

し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
県
の
防
災

士
養
成
研
修
講
座
を
市
民
の
方
か

ら
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
士

８
名
が
誕
生
し
た
。

　
今
後
も
、
多
く
の
方
か
ら
防
災

士
の
資
格
を
取
っ
て
い

た
だ
き
活
躍
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
自
主
防
災

組
織
等
に
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

　
山
本
市
長
の
三
選
出

馬
に
つ
い
て
は
、
６
月

２
日
の
山
形
新
聞
に
出

馬
の
意
向
を
固
め
た
と

報
道
さ
れ
た
が
、
本

日
、
こ
の
本
会
議
場
に

お
い
て
、
市
長
の
出
馬
に
対
す
る

決
意
を
改
め
て
お
伺
い
し
た
い
。

山
本
市
長　
現
在
、
二
期
目
の
最

終
年
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
初
当
選
以
来
こ
れ
ま
で
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
３
つ
の

日
本
一
へ
の
挑
戦
、
そ
し
て
、
そ

の
挑
戦
を
支
え
る
市
役
所
改
革
に

取
り
組
み
、
本
市
の
将
来
都
市
像

「
笑
顔　

に
ぎ
わ
い　

し
あ
わ
せ

実
感　
健
康
都
市
」
の
実
現
に
向

け
、
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
い
く
ら
か
で
も

市
民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　
し
か
し
、
最
近
、
急
速
に
進
ん

で
い
る
人
口
減
少
問
題
等
に
よ

り
、
自
治
体
の
行
政
運
営
に
対
す

る
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
の
中
、
人
口
減
少
や
地
域

経
済
縮
小
な
ど
の
課
題
を
解
決
し

て
、
本
市
の
未
来
を
切
り
拓
き
、

次
の
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

収
容
避
難
所
の
開
設
と

運
営
は

　
住
宅
が
損
壊
し
た
方
な
ど
の
た

め
に
収
容
避
難
所
を
開
設
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
そ
の
収
容
避
難
所

の
開
設
と
運
営
は
ど
の
よ
う
に
計

画
し
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
。
災
害
発

生
直
後
の
混
乱
す
る
時
期
は
、
市

職
員
に
よ
る
避
難
所
運
営
班
が
避

難
所
を
開
設
し
運
営
に
あ
た
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
開
設

か
ら
お
お
む
ね
３
日
目
を
目
途

に
、
各
避
難
所
毎
に
避
難
所
運
営

委
員
会
を
設
置
し
、
自
主
防
災
会

長
等
か
ら
避
難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー

を
選
出
し
て
い
た
だ
き
、
市
職
員

と
協
力
し
て
避
難
所
を
運
営
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
ち
を
築
く
こ
と
が
責
務
で
あ
る

と
考
え
、
こ
の
ほ
ど
三
期
目
の
市

長
選
に
出
馬
す
る
決
意
を
固
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
に
対
す
る
市
長
の

考
え
は

　

　
教
育
が
人
間
を
つ
く
り
、
人
間

が
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
と
考
え

る
が
、
市
長
の
教
育
に
対
す
る
考

え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
人
づ
く
り
イ
コ
ー
ル

地
域
づ
く
り
で
あ
り
、
日
本
づ
く

り
で
も
あ
る
の
で
、
人
づ
く
り

は
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
考
え
る

も
の
で
は
な
く
、
市
全
体
と
し
て

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
方
向

で
考
え
て
い
る
。
十
分
に
教
育
の

重
要
さ
と
い
う
も
の
を
認
識
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

天童市でも起こるだろう大地震に備えて
～自主防災リーダーの育成は～
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安心できる介護制度の実現へ向け

新体制となった教育委員会は

結 城 義 巳 議員

松 田 光 也 議員

　
元
気
な
高
齢
者
に
な
る
た
め
、

市
立
公
民
館
等
を
利
用
し
介
護
予

防
事
業
を
活
性
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
居
宅
介
護
重
視
と
言
っ

て
も
、
ヘ
ル
パ
ー
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
と
利
用
料
金
の
負
担
が

あ
り
、
低
所
得
者
に
と
っ
て
は
大

変
で
あ
る
。
介
護
休
暇
を
取
る
と

職
場
で
不
利
益
な
処
遇
を
受
け
な

い
か
心
配
で
あ
る
。
市
内
企
業
で

就
業
規
則
に
介
護
休
暇
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
割
合
や
利
用
し
て
い

る
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

山
本
市
長　
介
護
予
防
事
業
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
的
な
「
助
け
合
い
に

よ
る
居
場
所
づ
く
り
」
の
準
備
を

進
め
て
お
り
、
実
施
に
あ
た
っ
て

は
市
立
公
民
館
等
の
利
活
用
も
積

極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
に

つ
い
て
は
、
所
得
が
少
な
い
場

合
、
自
己
負
担
限
度
額
を
月
１
万

５
０
０
０
円
と
な
る
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。
介
護
休
暇
等
に
つ

い
て
は
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」

に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ

て
い
る
。
介
護
休
暇
等

を
就
業
規
則
で
定
め
て

い
る
県
内
事
業
所
の
割

合
は
７７・７
㌫
で
あ
る
。

そ
の
内
、
利
用
者
が
い

　

新
教
育
長
の
抱
負

と
、
今
後
の
教
育
委
員

会
の
資
質
向
上
や
、
委

員
会
審
議
の
活
性
化
を

ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
教
育
委
員
会
の

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
教
育
長
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
委
員
会
審
議
の

透
明
化
は
ど
う
な
る
の
か
。

相
澤
教
育
長　
教
職
の
経
験
を
通

し
て
、
児
童
・
生
徒
が
生
き
生
き

と
学
校
で
の
学
び
を
成
長
に
つ
な

げ
る
た
め
に
は
、
周
り
か
ら
守
ら

れ
、
愛
情
が
注
が
れ
る
こ
と
、
そ

の
上
で
鍛
え
ら
れ
、
自
信
を
も
っ

て
進
む
方
向
に
見
通
し
が
持
て
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。「
守
る

―
育
て
る
」「
鍛
え
る
―
教
え
る
」

こ
れ
ら
２
つ
を
柱
と
し
な
が
ら
、

本
市
教
育
委
員
会
の
果
す
べ
き
役

割
に
向
か
っ
て
ま
い
進
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
教
育
委
員
会
の
資
質
向
上
に
つ

い
て
は
、
山
形
県
教
育
委
員
会
大

会
の
参
加
や
市
内
小
・
中
学
校
へ

の
訪
問
、
先
進
地
行
政
視
察
研
修

等
を
通
し
て
、
自
己
研
鑚
に
取
り

組
む
。

　
教
育
長
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と

会
議
の
透
明
化
に
つ
い
て
は
、
委

員
２
名
以
上
か
ら
の
請
求
に
よ
り

る
事
業
所
は
６
・
２
㌫
と
少
な
い

が
、
法
律
改
正
に
よ
っ
て
来
年
１

月
か
ら
、
介
護
休
暇
等
が
取
り
易

く
な
る
た
め
、
各
事
業
所
の
有
効

な
運
用
を
期
待
し
て
い
る
。

　
介
護
施
設
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
現
状
か
ら
、
民
間
の
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
増
設

に
、
市
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援

を
し
て
お
り
、
介
護
料
金
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
介
護

保
険
制
度
発
足
時
と
比
較
し
、
ど

の
程
度
高
く
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
市
介
護
保
険
財
政
の
２５

㌫
が
国
庫
負
担
と
な
っ
て
い
る
の

を
５０
㌫
と
し
、
７０
歳
に
な
っ
た
ら

介
護
保
険
料
の
負
担
を
免
除
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
施
設
介
護
希
望
者
が

多
い
の
は
核
家
族
化
が
進
み
、
恒

常
的
な
居
宅
介
護
が
難
し
い
た

め
、
施
設
入
所
申
込
み
が
多
く

な
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
し
て
い

る
。
現
在
の
介
護
保
険
料
基
準
額

は
月
５
４
０
０
円
で
、
発
足
時
よ

り
２
９
０
０
円
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
介
護
保
険
の
財
源
負
担
に
つ
い

て
は
、
発
足
当
時
、
国
で
は
十
分

な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
検
討
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。

会
議
の
招
集
も
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
教
育
長
の
事
務
執
行
の
報

告
を
行
い
、
委
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
強
化
の
対
応
を
図
る
。

透
明
化
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
会
議
の
議
事
録
を
速
や
か
に
作

成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し

て
の
公
表
や
会
議
の
開
催
予
定
日

を
公
表
し
、
審
議
の
透
明
性
に
配

慮
し
て
い
る
。

天
童
市
の
教
育
等
の
振

興
に
関
す
る
大
綱
は

　
「
天
童
市
の
教
育
等
の
振
興
に

関
す
る
大
綱
」は
、本
市
の
教
育
、

学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る

施
策
の
基
本
目
標
を
定
め
た
が
、

「
天
童
市
の
教
育
」
と
の
整
合
性

が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

相
澤
教
育
長　
天
童
市
の
教
育
等

の
振
興
に
関
す
る
大
綱
は
、
平
成

２７
年
度
か
ら
平
成
３１
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
基
本
目
標
を
定
め
て
い

る
。
一
方
、「
天
童
市
の
教
育
」

に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
基
本

方
針
や
重
点
施
策
、
新
規
事
業
を

中
心
に
、
大
綱
の
基
本
目
標
の
具

現
化
を
図
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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予算特別委員会
平成２８年度一般会計補正予算
６億９６９３万２０００円を増額補正し

２５４億５６９３万２０００円に

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画

委
員　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
支
援
業
務
委
託
料
と
し
て

３
７
８
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

財
政
課
長　
国
の
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
基
本
計
画
を
受
け
て
策
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
市
が
所
有
す
る

建
物
、
道
路
、
橋
、
公
園
な
ど
す

べ
て
の
施
設
を
対
象
と
し
、
各
施

設
の
個
別
の
長
寿
命
化
計
画
の
上

位
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
１０
年
以

上
の
期
間
に
つ
い
て
計
画
を
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

期
間
を
ど
う
す
る
か
を
含
め
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

策
定
委
員
会
を
設
け
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。

発
電
機
と

照
明
機
器
配
置

委
員　
自
主
防
災
組
織
育
成
整
備

費
補
助
金
の
内
訳
は
。

　
一
般
会
計
６
億
９
６
９
３
万
２
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算

は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、
本
会
議
に
お
い

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

危
機
管
理
室
長　
自
主
防
災
会
連

絡
協
議
会
か
ら
の
要
望
で
申
請
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
が
採

択
さ
れ
、
１
４
０
万
円
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
事
業
内

容
は
、
発
電
機
、
バ
ル
ー
ン
照
明

な
ど
の
照
明
機
器
を
購
入
し
、
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
市
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
配
備
す
る
も
の
で

あ
る
。

蔵
増
小
プ
ー
ル
改
修

委
員　
蔵
増
小
学
校
の
プ
ー
ル
整

備
を
行
う
が
、
間
も
な
く
夏
を
迎

え
授
業
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

か
。
ま
た
、
他
の
小
中
学
校
の
改

修
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
今
年
は
既
存
の

プ
ー
ル
を
使
用
後
、
平
成
２９
年
３

月
末
ま
で
の
改
修
と
な
る
た
め
、

授
業
へ
の
影
響
は
な
い
。
今
後
、

築
造
年
度
の
古
い
高
擶
、
干
布
、

山
口
及
び
天
童
南
部
の
各
小
学
校

も
順
次
改
修
し
た
い
と
計
画
し
て

い
る
。

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

区
域
型
を
拡
大

委
員　

本
年
１０
月
を
目
途
に
成

生
・
蔵
増
・
寺
津
地
区
を
路
線
型

か
ら
区
域
型
に
運
行
形
態
を
変
え

る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の

運
行
体
制
は
。

　
ま
た
、
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業
費
補
助
金
１
０
０
万
円

の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

生
活
環
境
課
長　
平
成
２２
年
９
月

か
ら
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
昨

年
度
は
増
加
傾
向
に
転
じ
て
６
０

２
３
名
に
な
っ
た
。
ま
た
、
会
員

数
は
１
２
８
３
名
と
な
っ
た
。

　
区
域
乗
合
型
の
運
行
体
制
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
午
前
２
便
、
午

後
２
便
の
計
４
便
の
体
制
を
維
持

し
た
い
。

　
運
行
事
業
費
補
助
金
１
０
０
万

円
の
増
額
は
、
区
域
乗
合
型
の
拡

大
に
よ
り
、
予
約
が
重
な
っ
た
場

合
の
小
型
タ
ク
シ
ー
増
便
の
費
用

で
あ
る
。

骨
髄
提
供
者
に
助
成

委
員　
保
健
衛
生
一
般
に
要
す
る

経
費
の
報
奨
金
２８
万
円
の
内
容
は
。

健
康
課
長　
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助

成
事
業
で
あ
る
。
助
成
内
容
は
、

ド
ナ
ー
休
暇
が
な
く
、
市
内
に
住

所
を
有
し
、
他
の
助
成
金
等
を
受

け
て
い
な
い
者
に
対
し
て
、
骨
髄

提
供
に
関
わ
る
通
院
や
入
院
の
日

数
に
１
日
あ
た
り
２
万
円
を
乗
じ

た
額
を
市
が
助
成
す
る
。
１
回
の

提
供
に
つ
き
７
日
間
を
限
度
と

し
、
２
名
分
の
予
算
を
計
上
し

た
。
現
在
、
本
市
の
骨
髄
バ
ン
ク

の
ド
ナ
ー
の
登
録
者
数
は
３
７
５

名
で
、
過
去
に
５
名
が
骨
髄
を
提

供
し
て
い
る
。

農
業
担
い
手
へ
の
助
成

委
員　
農
業
担
い
手
の
確
保
・
支

改修工事がはじまる蔵増小プール
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援
に
関
す
る
経
費
に
つ
い
て
具
体

的
に
。

農
林
課
長　
農
業
用
機
械
等
へ
の

補
助
で
、
補
助
率
１０
分
の
３
、
３

０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
。
具
体

的
な
購
入
機
種
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
、
高
所
作
業
機
、
ス
ピ
ー
ド

ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
汎
用
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
で
あ
る
。

荒
谷
西
工
業
団
地

分
譲
の
状
況

委
員　
荒
谷
西
工
業
団
地
の
分
譲

率
は
。
起
債
残
高
は
。

産
業
立
地
室
長　
今
回
の
議
案
提

出
で
８３
㌫
。
追
加
議
案
で
９０
・
２４

㌫
に
な
る
。
荒
谷
西
の
起
債
残
高

は
天
童
イ
ン
タ
ー
の
下
水
道
管
理

セ
ン
タ
ー
跡
地
も
繰
り
上
げ
償
還

に
充
当
し
て
お
り
、
今
年
度
の
繰

り
上
げ
償
還
に
よ
っ
て
、
荒
谷
西

の
起
債
は
す
べ
て
な
く
な
る
。

天
童
高
原
整
備

ま
も
な
く
完
了

委
員　
天
童
高
原
施
設
整
備
工
事

費
６
６
７
５
万
円
の
内
容
は
。

産
業
立
地
室
長　
平
成
２４
年
度
に

策
定
し
た
天
童
高
原
整
備
開
発
基

本
構
想
に
基
づ
き
、
平
成
２４
年
度

か
ら
平
成
２８
年
度
の
５
カ
年
で
事

業
を
行
い
、
最
終
年
度
で
あ
る
今

年
度
に
つ
い
て
は
、
待
避
所
（
２

カ
所
）、
遊
具
、
草
地
広
場
、
炊

事
場
、
駐
車
場
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

シ
ャ
ワ
ー
棟
な
ど
の
整
備
を
実
施

す
る
。

清
池
南
小
畑
線
の
整
備

委
員　
道
路
新
設
改
良
費
４
億
６

２
１
０
万
円
は
ど
こ
の
路
線
か
。

ま
た
、
そ
の
内
訳
は
。

建
設
課
長　
工
事
関
連
委
託
料
の

５
０
０
万
円
は
清
池
南
小
畑
線
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
費
の
労
務
単

価
の
増
額
分
で
あ
る
。
改
良
工
事

費
の
４
億
３
２
１
０
万
円
は
全
て

清
池
南
小
畑
線
の
工
事
費
で
あ

る
。
土
地
購
入
費
１
２
０
０
万
円

は
全
て
天
童
東
根
線
の
道
路
事
業

用
地
費
で
あ
る
。
工
事
関
連
補
償

金
の
１
３
０
０
万
円
の
内
１
０
０

０
万
円
が
天
童
東
根
線
、
３
０
０

万
円
が
清
池
南
小
畑
線
の
物
件
移

転
補
償
費
で
あ
る
。

愛
宕
沼
下
に
駐
車
場
と

ト
イ
レ
を
新
設

委
員　
天
童
古
城
地
区
の
整
備
に

要
す
る
経
費
約
３
０
０
万
円
は
ど

一般会計補正予算（第１号）のあらまし

主な内容� （単位：千円）

公共施設等総合管理計画策定支援業務委託料 ３，７８０

予約制乗合タクシーの運行に要する経費 ５，６８４

国民健康保険特別会計繰出金 １，３２０

保健衛生一般に要する経費 ２８０

合併処理浄化槽の設置推進に要する経費 ２，６８５

農業担い手の確保・支援に要する経費 ９，５０５

農道の管理に要する経費 ３，５１０

農用地の整備に要する経費 １，１００

天童高原施設の管理運営に要する経費 ６６，７５０

地方道路の新設改良に要する経費 ４６２，１００

天童古城地区の整備に要する経費 ２，９６０

芳賀地区の整備に要する経費 ６８，７２２

自主防災組織等の育成に要する経費 １，４００

学校スポーツ・文化の振興に要する経費 ９３７

小学校の管理に要する経費 ６６，２１３

芳
賀
地
区
の

近
隣
公
園
整
備

委
員　
芳
賀
地
区
の
整
備
に
要
す

る
経
費
約
６
８
７
２
万
円
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

都
市
計
画
課
長　
芳
賀
地
区
の
近

隣
公
園
ト
イ
レ
と
天
童
南
駅
の
駐

輪
場
を
整
備
す
る
調
査
測
量
委
託

料
が
約
４
４
０
万
円
。
近
隣
公
園

の
一
部
の
整
備
と
し
て
６
２
８
７

万
円
、
通
称
モ
ン
テ
ロ
ー
ド
の
案

内
看
板
２
基
分
と
し
て
約
１
４
６

万
円
を
追
加
し
、
５
基
を
整
備
す

る
も
の
。

施設の充実した天童高原

の
よ
う
な
工

事
か
。

都
市
計
画
課

長　
愛
宕
沼

下
に
普
通
自

動
車
１
０
０

台
分
と
大
型

バ
ス
５
台
分

の
駐
車
場
整

備
の
進
捗
を

図
る
た
め
の

工
事
費
及
び

多
目
的
ト
イ

レ
約
８８
平
方

㍍
の
監
理
委

託
料
で
あ
る
。

天童南駅に設置された案内看板

てんどう市議会だより №1539



提出された議案とその結果
　平成２８年度第１回市議会臨時会が４月２６日に開催され、原案のとおり可決されました。また、平成
２８年度第２回市議会定例会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

第２回定例会（６月３日～６月２１日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第２号 平成２７年度天童市一般会計予算
繰越明許費の報告について 報　告

報第３号 平成２７年度天童市水道事業会計
予算繰越しの報告について 報　告

報第４号
平成２７年度天童市公共下水道事
業会計予算繰越しの報告につい
て

報　告

報第５号
交通事故に係る損害賠償の額の
決定についての専決処分の報告
について

報　告

報第６号 天童市土地開発公社の経営状況
並びに事業計画の報告について 報　告

報第７号
公益財団法人天童市文化・ス
ポーツ振興事業団の経営状況並
びに事業計画の報告について

報　告

報第８号
株式会社スポーツクラブ天童の
経営状況並びに事業計画の報告
について

報　告

第１回臨時会（４月２６日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
平成２７年度天童市一般会計補正
予算（第１０号）の専決処分の承
認を求めることについて

報　告

議第１号 天童市市税条例等の一部改正に
ついて

原案可決
（賛成多数）

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第９号 平成２７年度天童市情報公開条例
の運用状況の報告について 報　告

議第２号 平成２８年度天童市一般会計補正
予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３号 平成２８年度天童市国民健康保険
特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第４号 平成２８年度天童市工業団地整備
事業特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第５号

天童市議会議員及び天童市長の
選挙における選挙運動に要する
費用の公費負担に関する条例の
一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第６号 荒谷西工業団地の分譲地の処分
について

原案可決
（全会一致）

議第７号 高機能消防指令センター整備工
事請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

議第８号 荒谷西工業団地の分譲地の処分
について

原案可決
（全会一致）

議第９号 市道清池南小畑線道路改良工事
請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

議第１０号
市道矢野目高擶線道路改良工事
（橋梁上部工）請負契約の締結
について

原案可決
（全会一致）

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの、これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

赤
塚
幸
一
郎

結
城　
義
巳

後
藤　
和
信

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

伊
藤　
護
國

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

鈴
木　
照
一

清 清 政 清 政 政 清 清 清 清 市 政 清 市 政 政 清 共 清 清 共 無

議第１号 天童市市税条例等の
一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 議

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に属さない議員
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教えて っすケケロロ

議 会 の う ご き
■４月
　７日　広報委員会
　１２日　山形県市議会議長会定期総会（議長、副議長、局

長／山形市）
　１４日　広報委員会
　２１日～２２日　東北市議会議長会理事会・定期総会（議長、

副議長、局長／いわき市）
　２２日　市長要請総務教育常任委員会（天童市立中学校に

おける情報管理規定に反した情報管理の事案につ
いて）

　２５日　佐賀県唐津市議会行政視察
　２６日　議会運営委員会、第１回市議会臨時会、全員協議会
　２７日　千葉県袖ケ浦市議会行政視察
　２８日　市長要請各派代表者会

■５月
　９日　市長要請総務教育常任委員会（イオンモール天童

への期日前投票所の設置について）
　１１日　三重県菰野町議会行政視察
　１３日　全国自治体病院経営都市議会協議会総会
　１６日　愛知県岡崎市行政視察
　１６日～２０日　議会報告・意見交換会（市内１２会場）
　１７日　北海道根室市議会行政視察
　１９日　長野県須坂市議会行政視察
　２０日　各派代表者会、市長要請全員協議会（公益財団法

人天童市文化・スポーツ振興事業団外の経営状況
並びに事業計画の報告について）

　　　　市長要請環境福祉常任委員会（予約制乗合タク
シードモスの運行形態の見直しについて）

　２３日　市民クラブ先進地視察（酒田市）

　５月３１日に東京・東京国際フォーラムで開
催された全国市議会議長会定期総会におい
て、永年勤続として次の方が表彰されました。
◇議員２０年以上

水戸　保 議員（平成７年１０月１日～）

永年勤続表彰ご利用ください
メール配信サービス

　天童市では、登録していただいた方に、災
害、観光・イベント、健康・子育てなどの情
報を、電子メールでお知らせするメール配信
サービスを行っています。ぜひご登録ください。

※�登録は無料です。ただし、メールの受信な
どにかかる通信料・パケット通信費は登録
された方の負担となります。

すべてのメニューを受信する登録方法です。
tndml@city.tendo.yamagata.jp
または、右の二次元コードに
空メールを送信してください。

かんたん登録（一括登録）

　２４日　市長要請各派代表者会、知事を囲む市町村自治振
興懇談会（議長、局長／山形市）

　２７日　議会運営委員会
　３０日～３１日　全国温泉所在地都市議会議長協議会総会、

全国市議会議長会定期総会（議長、局長／東京）
　３１日　石川県加賀市議会行政視察

■６月
　３日～２１日　第２回市議会定例会
　３日　広報委員会
　１５日　市長要請経済建設常任委員会（荒谷西工業団地の

分譲地の処分について）
　１６日～１７日　さくらんぼトップセールス（議長、市長／

東京）
　２０日　議会運営委員会
　２１日　市長要請全員協議会（市立中学校教諭の道路交通

法違反について）、　広報委員会
　２８日　宮城県多賀城市議会行政視察
　　　　各派代表者会
　　　　議会運営委員会

■７月
　１日　広報委員会
　５日　愛知県清須市議会行政視察
　８日　広報委員会
　１２日～１４日　政和会先進地視察（函館市、伊達市、千歳市）
　１９日　徳島県阿南市議会行政視察
　２０日　山形県市議会議長会事務局職員研修会（南陽市）
　２１日　静岡県静岡市議会行政視察
　２５日～２７日　清新会先進地視察（札幌市、苫小牧市、室蘭市）
　２６日　愛知県碧南市議会行政視察

一般質問の項目を議会が開かれる前に
教えてください。

議会の日程や一般質問の項目は、議会初日
のおよそ７日前から、市のホームページや

市立公民館でご覧になることができます。
　また、本会議や委員会を傍聴できますので、
お気軽にお越しください。
※詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

Ｑ

Ａ

てんどう市議会だより №15311



議
会
報
告
・

 
意
見
交
換
会

特集　
８
回
目
と
な
る
議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を
、
５
月
１６
日
か

ら
２０
日
ま
で
市
内
１２
カ
所
の
市

立
公
民
館
を
会
場
に
開
催
し
、

１
５
３
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
市
民
の
皆
様
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
議

会
・
議
員
に
対
す
る
ご
意
見
や

ご
要
望
等
は
、
議
会
運
営
委
員

会
で
議
会
と
し
て
の
対
応
を
協

議
し
、
そ
の
対
応
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
の
貴
重
な
声
と
受
け

止
め
、
議
会
に
お
け
る
政
策
立

案
や
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
長
等
に
文
書
で
提

出
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
会
場
の
報
告
書

（
簡
易
な
会
議
録
）
に
つ
い
て

は
、
市
立
公
民
館
に
送
付
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
報
告
書
が
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

１班２班 成生・天童南部・蔵増

３班 長岡・天童北部・干布４班 天童中部・津山・寺津

荒谷・高擶・山口
伊藤和子、結城義巳、村山俊雄、
佐藤俊弥、熊澤光吏

水戸　保、山崎　諭、狩野佳和、
水戸芳美、三宅和広

石垣昭一、後藤和信、遠藤敬知、
遠藤喜昭、笹原隆義

伊藤護國、赤塚幸一郎、山口桂子、
松田光也、武田正二、渡辺博司

　
毎
回
の
よ
う
に

参
加
し
て
く
れ
る

顔
な
じ
み
の
方
や

初
参
加
の
方
も
い

て
、
厳
し
い
意
見

も
頂
戴
し
た
。
参

加
人
数
は
多
く
は

な
い
が
、
意
見
交

換
の
場
に
な
っ
て

い
る
所
も
あ
る
。

　
議
員
と
地
域
と

の
繋
が
り
が
足
り

な
い
の
で
は
と
の

指
摘
も
あ
り
、
膝

を
突
き
合
わ
せ
て

の
論
議
が
で
き
る

雰
囲
気
づ
く
り
に

努
力
し
た
い
。

　
地
域
の
役
員
を

務
め
て
い
る
方
々

か
ら
は
、
市
か
ら

紙
一
枚
で
い
ろ
ん

な
役
職
を
推
薦
す

る
依
頼
が
く
る
事

に
不
満
が
聞
か
れ

た
。

　
今
回
の
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会

は
、
市
長
部
局
で

行
う
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
が
開
催
さ

れ
る
前
な
の
か
、

そ
の
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
進
捗

状
況
の
質
問
が
多

く
出
さ
れ
た
。

　
詳
細
を
知
り
た

い
と
い
う
質
問
者

も
い
る
の
で
、
事

前
に
通
告
な
ど
し

て
も
ら
え
れ
ば
ス

ム
ー
ズ
な
意
見
交

換
会
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ

た
。

　
「
議
会
報
告
会

へ
の
参
加
者
が
少

な
い
が
、
集
め
る

手
立
て
は
な
い
の

か
」
と
参
加
者
か

ら
心
配
も
さ
れ
、

今
後
の
議
会
活
動

に
対
し
期
待
の
声

が
あ
っ
た
。

　

出
席
さ
れ
た

方
々
は
、
い
ず
れ

も
質
問
や
意
見
を

準
備
し
て
参
加
し

て
お
り
、
活
発
な

内
容
の
あ
る
報
告

会
と
な
っ
た
。

　
今
回
は
市
内
３

カ
所
を
担
当
し
た

が
、
少
子
化
問
題

や
鳥
獣
害
対
策
、

公
民
館
活
動
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
あ
る
地
域
課

題
が
話
し
合
わ

れ
、
議
会
報
告
会

の
意
義
を
再
認
識

し
た
。

　
３
つ
の
市
立
公

民
館
で
の
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会

で
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
く
活
発
な
意

見
が
多
く
出
さ

れ
、
参
加
さ
れ
た

方
々
の
議
会
に
対

す
る
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

　
高
擶
公
民
館
で

の
報
告
会
で
は
多

く
の
女
性
の
皆
様

に
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
有
意
義
な

報
告
会
と
な
っ

た
。
特
に
地
域
課

題
に
つ
い
て
の
意

見
が
多
く
出
さ

れ
、
地
域
づ
く
り

に
関
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
た
。
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議会・議員に対する意見・要望等（アンケートから）
議会報告・意見交換会の運営等
＊�今日の参加者が少ないが、内容が濃い。充実してい
る。
＊�参加の議員の方が素直に返事していただいてよかった
です。
　‌�市の対応を即座に返事をしていただいたのは良かっ
た。
＊�地元議員からも声掛けをすべきと思います。
　‌�議会だよりが４月末日に配付されており、期間が長
く忘れて来ていないのではないか。
＊�初めて参加しました。議員の皆さんのポリシーの無
さにビックリしました。もっと自分自身を切磋琢磨
しなければならないのではないでしょうか。
　‌�議員との話し合いが、街灯を付けてくださいとか、信
号機を付けてくださいとかのお願いの場となっている
のはどうでしょうか。それらのことは市の安全面を考
えて市役所の方でもっと積極的に取り組むべきではな
いでしょうか。
＊�質問や意見に関しては事前に内容を地区公民館等に
提出すれば詳細な回答をいただけるのではないか。
　‌�よい機会なので今後も参加させていただきます。
＊�参加者が少ない。多数の参加を希望する。
＊�議会報告会は大変良いことですが、時期はもう少し
考えてください。一番農作業の忙しい時では出席率
も悪いのではないか。開催日の検討をして欲しい。
＊�提案されました内容を市政に提案を！実現を期待し
ております。
＊�各種団体への働きかけが出席拡大に繋がるのではな
いか。
＊�参加者のほとんどの方が発言されてよかったです。

ア ン ケ ー ト
天童南部 天童中部 天童北部 成　生 蔵　増 寺　津 津　山

参
加
者
数

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計
１０ ２ １２ ７ １ ８ １５ ０ １５ ９ ０ ９ ２ ０ ２ ４ ３ ７ １０ ０ １０
山　口 高　擶 長　岡 干　布 荒　谷 合　計 アンケート

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 回答数 回答率
２３ ０ ２３ １５ １１ ２６ １６ １ １７ １０ ２ １２ １２ ０ １２ 133 20 153 １３６ 88.9％

【開催希望日】
土日祝日の日中1％

これまでどおり91％

４回目６％

３回目15％

評価する65％

どちらとも
26％

未記入6％評価しない3％

２回目51％

はじめて26％

未記入2％土日祝日の夜８％

【参加回数について】 【評価（議員が直接市民と意見交換を行うこと）】

【年齢について】
４０歳代3％

５０歳代11％

６０歳代60％

７０歳代22％

８０歳以上2％

未記入1％
説明分かり
易い55％

どちらとも
36％

分かり難い
３％

未記入6％

議会だより
20％

市報25％公民館だより
32％

議会ＨＰ
０％

議員誘い
２％

公民館誘い
16％

チラシ1％ その他4％

【分かりやすさ】 【開催を何で知りましたか】

＊�もっと多くの方が参加できるように工夫して欲しい。
＊�全議員の意見を聞ければよかった。
＊�今後も続けてください。
＊�議員の方々が各地区で報告会を行うことはすばらし
いことです。これからも継続をよろしくお願いしま
す。
＊�議会だよりが少なかった。残念。
　‌�前回のアンケートに答えていただきありがとうござ
います。ぜひ今夜のように（各団体２名以上）動員
でない多数の参加を期待します。
＊�議員の皆さんはこの意見交換会の運営をどう評価し
ていますか。各々自分勝手な意見をどう受け止めて
いますか。参加者が多い方がいいのか、ほどほどの
人数がいいのか難しいのではないでしょうか。
　‌�若い人へのアプローチをもっと進めていただきた
い。投票率が５０％を切るような選挙にならないよう
な対策を議員の皆さんも知恵を出してください。
　‌�すぐ結論が出ない議論は短めにまとめていただきた
い。
＊�意見交換会がもっとあるといいと思います。

議員・議会への要望等
＊�議員に対する期末手当削減について、時間終了間際
になり結論、方向を得ないまま終了しましたので、
今回の第１班の議員の方々前向きに取り組みされる
ことを要望いたします。
＊�地区代表で議会に送って頂いた議員なので、いろい
ろな問題等には頑張って議会活動していただきたい
ものです。

てんどう市議会だより №15313



市議会に期待を込めて
斉藤　昭
（76歳・若松）

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。
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９月定例会の日程（予定）
９月２日（金） 本会議（初日）
　　６日（火） 本会議（一般質問）
　　７日（水） 本会議（一般質問）
　　８日（木） 常任委員会
　　９日（金） 常任委員会
　　１２日（月） 決算特別委員会
　　１３日（火） 決算特別委員会
　　１４日（水） 決算特別委員会
　　１５日（木） 決算特別委員会
　　１６日（金） 予算特別委員会
　　２１日（水） 本会議（最終日）
※�請願の締め切りは、８月２５日（木）
正午までの予定です。
※�日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

編
集
後
記

●
横
断
歩
道
を
渡
り
終
え
た

大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
子
供
た
ち
が
、
私
の

方
を
見
て
お
辞
儀
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
感
動
で

す
。
こ
の
子
た
ち
が
大
き
な

夢
を
も
っ
て
成
長
し
て
欲
し

い
、
そ
し
て
将
来
天
童
を
背

負
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
が
ん
ば
ら
な
い
と
…
。

●
議
会
の
内
容
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
委
員

会
と
し
て
読
み
や
す
い
、
わ

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

《
広
報
委
員
会
》

　
委
員
長　
伊
藤　
和
子

　
副
委
員
長　
狩
野　
佳
和

　
委　
　
員　
佐
藤　
俊
弥

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
喜
昭

　
　

 

〃 　
　
三
宅　
和
広

　
　

 

〃 　
　
笹
原　
隆
義

　
　

 

〃 　
　
熊
澤　
光
吏

５月１９日、天童南部
小学校３年生１０４名
が社会科の校外学習
で議場などを見学し
ました。

天童市議会
ギャラリー

傍聴席

議員席

　
天
童
に
転
入
し
て
、
早
６０
年

に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
議

会
を
傍
聴
し
な
が
ら
「
天
童
は

ど
こ
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
」
と
勝
手
に
想
像
し
、
期

待
し
な
が
ら
臨
ん
で
き
た
自
分

が
い
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
天
童
は
「
温
泉
と
将

棋
と
果
物
の
里
」
を
売

り
と
す
る
観
光
都
市
を

目
指
し
、
歴
代
の
市
長

も
事
業
を
進
め
て
き
た

と
思
い
ま
す
が
、
市
の

長
期
・
中
期
、
そ
し
て

短
期
計
画
が
市
民
に
は

伝
わ
っ
て
こ
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、「
観
光
議
員
」
の
出
現
を

待
ち
望
み
な
が
ら
、
傍
聴
席
に

毎
回
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
私

の
願
望
を
満
た
し
て
く
れ
る
積

極
的
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て

く
れ
る
「
先
行
型
」
議
員
の
出

現
、
行
政
で
は
先
行
投
資
型
事

業
を
扱
う
「
未
来
課
」
な
る
窓

口
を
設
置
し
、
市
民
に
夢

を
持
た
せ
官
民
一
体
と

な
っ
て
運
営
す
る
「
事
業
計

画
」
と
、「
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
型
破
り
な
議
員
の
出

現
を
切
望
し
な
が
ら
、
天
童
に

６０
年
お
世
話
に
な
っ
た
さ
さ
や

か
な
恩
返
し
の
気
持
ち
で
、
自

分
が
今
で
き
る
努
力
を
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
や
行
政

Ｏ
Ｂ
の
方
も
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
目
を
向
け

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
そ
う
な
れ

ば
議
会
も
行
政
も
、
天

童
の
観
光
事
業
に
今
ま

で
以
上
に
関
心
を
持

ち
、
観
光
事
業
も
議
会

で
の
意
見
も
活
発
と
な

り
、
明
る
い
天
童
の
未
来
が
見

え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
未
来
課
」の
役
割
も
大

い
に
発
揮
で
き
、
議
会
も
今
ま

で
以
上
に
盛
り
上
が
り
活
発
化

し
、天
童
の
大
い
な
る
発
展
に
繋

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
議
会
傍
聴
を
通
し
て
、

こ
の
よ
う
な
夢
を
一
言
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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